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	２．国による既存化学物質安全性情報の収集
	○ 平成１９年度には、既存化学物質の安全性点検として、分解・蓄積性に関する試験を１７物質、人への健康影響に関する試験を１３物質、生態影響に関する試験を２４物質について実施。
	※上記の物質数は、分解・蓄積性、人健康影響、生態影響のそれぞれのうち初期評価に必要な試験項目を平成１９年度に調査済み又は調査着手済みのもの。この他に、一部の試験項目についてのみ調査済み又は調査着手済みの物質もある（試験項目ごとの調査状況については参考資料３参照）。
	　【参考】平成１８年度末までの点検済み物質数：
	分解・蓄積性：　１，５１５、人健康影響：　３１５、　生態影響：　４８５
	○ これら既存化学物質の安全性点検の結果については、試験報告書も含めＪ－ＣＨＥＣＫにて順次情報提供。
	○ ３省としては、引き続き産業界と連携を図りながら、本プログラムへの協力について一層呼びかけていく。

